
東海道かわさき宿交流館の指定管理者選定に係る審査基準等について 

 

１ 選定方法 

民間活用事業者選定評価委員会における各委員（当日の出席者のみ）の項目別評価点

の合計を、出席した委員の人数で割った平均値（小数点第２位四捨五入）を、申請者（グ

ループ）ごとに集計し、より高い点数を得た申請者を指定管理予定者とする。 

なお、同点の場合、指定管理料の見積額がより安価な提案を行った団体（グループ）

を候補者とする。また、見積額も全く同じ場合、委員の協議により候補者を決定する。 

 

２ 審査項目と配点について 

別紙のとおり 

 

３ 基準点 

６０点を基準点とする。なお、基準点未満の提案については、失格とする。 

 

４ 各審査項目の採点について 

次の５段階により行い、項目ごとの配点に「乗率」を掛けたものを、当該項目の得点

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 実績評価の反映 

  選定時に現に指定管理者となっている団体から応募があった場合は、毎年度の評価結

果を次期選定時の評価に反映する。 

反映方法は、毎年度の評価結果の「評価ランク」ごとに定める「実績反映」（※）の割

合を合計し、その合計を、評価を受けた年数で除して得られる平均割合を、選定時の総

配点に乗じて得られる点を「実績評価点」として加減点するものとする。 

  

※実績反映 

評価ランク Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

実績反映 ＋１０％ ＋５％ ０％ －５％ －１０％ 

 

 

 

 

評価水準 乗率 評価内容 

５ 100％ 特に優れている（高度な能力を有している） 

４ 80％ 優れている（十分な能力を有している） 

３ 60％ 普通（一応の能力を有している） 

２ 40％ 多少不十分である（多少能力が乏しい） 

１ 20％ 不十分である（能力が乏しい） 



（別紙）審査項目と配点について 

  （単位：点） 

 

審査項目 配点 

１ 事業目的の達成とサービス向上への取組について ５１ 

 

(1) 施設の管理運営や方針 ５ 

(2) 職員体制、研修計画、危機管理、安全・衛生管理の状況 １０ 

(3) 事業計画、サービス向上策、利用促進策、広報・宣伝戦略、ボランティア等

の人材育成、満足度の把握 
１４ 

(4) 他の事業者や地域、市民、学校等との連携・協働等の考え方 １２ 

(5) 物品販売、駐車場配慮、提案事業及び自主事業の考え方 １０ 

２ 事業経営計画と管理経費縮減等への取組について ２０ 

 

(1) 事業者の収支計画や見込の妥当性 １５ 

(2) 管理経費や維持コスト等の縮減に対する考え方  ５ 

３ 事業の安定性・継続性の確保への取組について １０ 

 

(1) モニタリングについての考え方、主体的な業務改善に向けた具体的な取組 ５ 

(2) 事業のバックアップ体制 ５ 

４ 申請団体自身についての評価 １０ 

 

(1) 事業や施設等の管理を安定して行う能力への評価 ５ 

(2) 事業者の経営方針、経営状況、同種事業の運営実績、専門性の有無等 ５ 

５ 申請団体の取組に関する事項  ９ 

 

(1) 環境などの社会問題に対する認識や具体的な取組 ３ 

(2) コンプライアンス（法令順守）や個人情報保護への認識や具体的な取組 ２ 

(3) 市内中小企業者への優先発注等、市内事業者活用への考え方 ２ 

(4) 障害者雇用・障害者就労等の考え方、具体的な取組 ２ 

合  計 １００ 


